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事
…
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口
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y
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口
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八
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(
日
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第
七
日
出
中
学
一

校
対
抗
剖
道
大
会
(
泊
中
学
い
)
明

口
十
月
一
一
心
日
一
大
)
山
閉
山
也
市
町
災

大
会
(
始
前
代
文
化
会
館
小
ホ
;
ル
一

各
地
で
熱
戦
が
口
出

り喧もち、!liJ巳への震いをと/J)て三
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ゆと体をき疋え 生書生曹と総意事事i1ゆくま喜び己iこし撃事
老人華大切J;:し子どもの害事在商て寧せおおぴこにし寧す
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みん怠で隠しあい宰まりを守り関あいあびとにします
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ボ
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伶

一

号

一

終

一

円

一

(
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合
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夫
義
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問
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寸

よ

ょ
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不

牛

山

小

汗

叶

蓬

昌
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費

千
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人

間

町
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彼

女
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事
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事
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間
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十
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:
t
h
i
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l
-
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子
六
人
制
‘
家
庭
操
人
九
人
制
(
以
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十

六

一

山

〉

「

体

州

制

緩

い

へ

絡

ん

市

民

て

し

ん

ト

泣

し

g

一円応、

p
γ
A九
人
制
{
ト
月

と
も
ト
rw
一
一
一
、
?
?
ム
十
八
校
一
機
議
総

t

一

ま

サ

。

ト

人
U
H
6

ア
タ
ノ
ム
り

i
て
な
い
削
均
千
…
…

ぷ
約
二
一
千
ぷ
一
白
川
山
智
約
一
…
千
八
夜
句
、
会
徐
柑
同
然
名
を
検
特

3
iト
山
川
に
入
れ
る
〉

で
す
〔
口
u
本

体

督

協

会

的

資

料

に

よ

る

)

一

機

関

同

一

一

一

チ

i
ム
以
下
内
崎
合
は
中
氏
。

大
会
事
初
ご
殺
緩
め
人
は
、
在
接
、

wv
串
し
込
み
新
潟
悶
刑
棋
に
↓
…
〈
ハ
〕
り
つ

高
ま
る
需
の
ス
ポ
ー
ツ
熱

1
J
d
l
uレ
U
1一

官
八

市
日
比
二
千
人
を
片
象
に
し
た
一
市
民
間
肢
u

を
行
っ
て
い
ま
す
α

マ
締
め
切
り
十
月
五
日
(
月
)

意
滋
銭
安
ι

に
よ
る
と
、
徐
々
な
箱
詰
現
有
、
」
但
周
一
午
後
七
時
か
ら
し

…

一

ト

ス

の

な

か

で

百

合

力

を

人

時

)

関

戸

と

し

て

草

さ

れ

て

い

い

柔

道

れ
て
ほ
し
い
と
副
都
つ
も
め
い
況
つ
を
森
港
学
校
は
、
十
八
校
内
ョ
ヲ
ち
六
校
か
、
マ
口
H

時

十

月

1
八
日
{
日
)
午
後
一
時

ぷ
例
制
守
、
吋
ス
ポ

i
y
a
レ
ク
リ
ヰ
!
に
い
w
a
n
m
m問削紋
4

い
い
巡
っ
て
は
ャ
十
か
ら

L
3
J
J
綴
淡
い
と
終
え
た
人
が
ぶ
十
ぶ
ぷ
的
小
中
学
校
に
し
ふ
り
ま
す
r

二
社
は

wv
議
所
枚
除
去
肉
校
武
道
総

%
に

k
り
ま
し
た
c

こ
れ
は
、
山
間
際
、
身
ぽ
か
…
い
あ
ゐ
絞
殺
を
も
ッ
と
制
門
間
川
し
V
機
知
組
問
小
中
止
以
下
一
仰
い
じ
仰
い
・

時
間
総
・
パ
え
な
い
と
の
交
必
総
州
棋
に
火
い
よ
7
と
い
い
J

ら
め
て
、
ス
ポ
!
ツ
jyお
中
小
魚

N
M
Kペ
ハ
〉
の
附
〈
山
川
被
係
後
)

て
第
一
一
一
挙
円
け
と
な
っ
て
い
ま
ず
じ
ま
た
ヒ
て
て
き
た
域
政
め
れ
れ
あ
い
め
絡
が
瞥
申
し
込
品
後
ぷ
か
ハ
ウ
キ
で
勺
総

同
L
務
盗
中
車
内
金
年
内
後
金
育
成
的
広
カ
り
つ
つ
品
り
ま
す
む
氏
お
宮
段
段
、
学
校
名
ま
た
は
金
品
川
島

た
め
、
柏
村
に
カ
を
入
札
て
ほ
し
い
こ
と
昨
年
度
、
教
育
最
前
回
民
会
て
は
、
市
伐
を
明
ら
か
に

ν
て
中
間
宅
三

C
m同
日
間
幹
殺

で
も
「
完
治
J

年
が
副
刊
岡
市
で
き
る
健
全
な
体
育
大
会
「
卓
球
、
サ
ノ
カ
;
、
一
窓
口
一
百
八
八
心

r-一
一
一
へ

文
化
体
脊
慾
設
の
充
実
」
を
望
む
声
ブ
ラ
ソ
ン
主
と
十
七
市
山
大
会
)
の
ほ
か
、
マ
締
め
切
り
十
月
十
五
円
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木
)
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六

言

に

上

三

し

た

り

主

主

i
y
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、

委

主

号

硬

式

テ

ニ

ス

れ
に
同
叫
し
、
取
は
利
印
刷
川
辺
動
公
ま

L
た
市
民
ス
ポ

i
ソ
教
主
で
は
、

T骨川

開
問
地
料
相
た
に
治
問
山
崎
沖
符
館
内
W
暗
殺
を
計
附
式
テ
ニ
ス
、
水
泳
、
ス
キ
ー
な
ど
旬

V
R時
十
月
十
八
日
(
臼
一
午
前
八
時
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し
て
い
ま
す
の
本
総
的
な
総
絞
が
っ
ぬ
誠
会
中
心
に
ト
バ
ヘ
数
い
棋
を
、
議
門
会

J
Q分
か
ら
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一
市
川
光
の
埼
弘
H
L
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4
i
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く
ら
れ
る
ニ
ど
に
よ
っ
て
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市
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的
僚
で
は
、
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殺
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日
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湖
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t
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昨
年
よ
れ
ら
の
総
い
に
は
句
各
く
の

wv
対
級
市
ム
円
以
白
紛
ゾ
久
作
品
示
日
以
上
九

ま
た
一
方
~
中
市
内
小
中
学
校
で
は
、
校
さ
ん
が
点
、
加
工
、
指
め
ス
ジ
ド
j
ヅ山町

wv
機
関
男
子
A

e

U
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、
九
九
年
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点
り
符
な
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叫
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が
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。
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滋
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台
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ま
す
a
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し
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楽
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力
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知
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搾
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句
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櫨
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。
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齢
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叩
い
て
秒
間
H

時

lr肉付ニ…日
U

〈ホ
v

午
後
一
時

い
く
こ
と
が
必
姿
だ
ろ
う
と
附
仰
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。
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講
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猿
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ヌ
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部
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ー
芸
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の
あ
と
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者
約
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さ
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に
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時
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〔
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応
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を
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い
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?
め
で
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数
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伎
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文
化
と
置
史
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
を
自
ざ
し
て

噛

」叩

や」伊史
跡
神
枚
、
仏
関
、
火
点
織
的
交
人

リ
域
的
統
仲
山
地
、
公
開
問
や
滋
絡
を
核
的
問
し
安

市
民
的
山
狩
さ
ん
が
‘
休
刊
口
智
喚
問
削
b
L
W

家
政
‘
で
市
内
紋
也
子
平
殺
し
み
も
伐
採
子
狩
さ
ん
が
ご
符
知
的
文
化
綾
部
内
山
間

的
伝
的
度
成
を
ゆ
き
な
が
ら
総
と
で
い
え
ば
、
時
般
市
民
的
問
に
口
凡
で
前
線
あ
る
神
社

た
だ
け
る
よ

7
に
と
け
日
制
関
さ
れ
た
も
の
と
か
、
家
の
そ
ば
め
か
く
れ
て
わ
か
ら

で
す
ε

な
い
よ
う
な
変
跨
な
ど
を
お
教
え
〈
だ

出
拡
肘
対
等
町
選
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
き
い
や
野
仏
で
も
禁
制
蹴
で
も
け
つ
こ
う

ま
で
古
田
氏
め
h

々
々
で
同
哨
戒
さ
れ
て
い
る
で
す
。
市
内
的
問
開
発
か
進
み
、

eH然
や

十市中
λ

時
出
九
七
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タ

i
が
、
王
誌
と
な
っ
て
、
文
化
巡
盗
か
摘
出
措

L
て
い
〈
な
か
て
、

五
(
〉
か
所
を
選
出
し
ま
し
た
わ
或
な
も
保
存
登
倹
L
R
絞
殺
に
ま
で
末
永
く
残
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北
総
め
地
方
史
…

i
我
隷
予
を
や
心
に
;
…

郷

土

交

の

発

鴎

服

部

明

党

ゼ

ン

タ

i
L
争
中
心
に
、
泌
氏
‘

の
た
め
に
一
部
門
税
減
数
、
山
ド
治
持
し
か
一
体
と
な
っ

H
V
ら
か
れ
た
大
や
与
を
み
マ
ヤ
ソ
チ
て
、
鍛
冶
?
の
淡
索
開
閉
内
ん
が
す
す
み
‘

レ
!
ズ
に
添
外
的
公
開
洲
液
凝
か
機
ん
郷
小
山
州
史
的
統
制
沌
糾
燃
は

桜
山
戸
《
附
貯
集
約
中
市

民
的
惨
さ
ん
め
た
め
に
公
開
州
戦
後
鳩
山
漁

芝

山

附

州

悔

し

ま

?

。

鐙

!

て

総

波

大

学

公

、

夜

間
開
議
機
吋
郷
小
十
出
衣
料
品
換
¥
テ

i
v
は
勝
文
学
凝
血
ず
議
計
織
な
と
め
科
会
教
什

ぷ
叩
品
部
品
川
一
地
台
市
究
々
で
我
孫
子
地
欲
的
分
断
阿
川
、
の
一
唱
端
的
文
句
事
務
で
も
概
念

総
史
が
そ
の
中
や
と
な
り
ま
?
"
史
的
発
的
備
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
、
か
つ
て

こ
の
公
開
同
議
昨
憾
の
隊
織
を
よ
び
か
け
な
い
鐸
土
史
的
ブ
:
ム
が
時
尤
に
訪
れ

て
き
た
筑
誼
大
学
は
、

N

郷
土
史
を
務
て
い
ま
す
e

倒
神
し
、
研
究
し
潔
表
し
た
波
岡
本
を
ま
と
。
市
民
の
膝
史
学
に
い

め
る
た
め
に
泣
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
立
脚
し
た
南
市
民
づ
く
り

模
索
す
る
た
め
に
‘
大
学
的
夜
り
方
と
+
巾
史
山
一
掘
さ
ん
は
こ
の
な
か
で
、
市
民

し
て
ど
の
様
に
寄
与
で
き
る
か
を
考
え
、
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
的
も
と
に
也

郷
土
史
の
発
獲
に
貢
鉄
し
た
い
ω

と
地
今
後
、
十
年
計
画
で
多
日
間
多
様
な
市
史

元
や
各
地
内
郷
土
史
研
究
め
進
出
世
に
寄
誌
需
の
平
倍
的
な
刊

与
す
る
怨
設
で
譲
渡
的
問
州
議
を
悼
世
相
唱
し
(
む
を
す
す
め
て
い
き

て

い

ま

す

@

ま

す

。

そ

の

特

臨

時

は
主
く
な
し
f

ナ‘
A
J
l
b

潟
季
五
郷
土
一
史
ブ

i
ム
十
引
配
配

布
市
内
で
は
、
大
正
時
代
的
湖
及
川
刊
誌
時
間
中
死
者
や
蝿
土
史
家

編
集
け
ん
に
ポ
さ
れ
金
よ
う
に
、
川
品
約
か
の
み
に
、
治
同
期
的
に

ら
輝
念
史
的
研
究
が
地
濃
い
い
つ
づ
け
ら
袋
託
す
る
取
り
く
み

わ
れ
て
き
ま
し
れ
十
wo

ぞ
れ
が
汲
来
、
中
市
山
見
方
で
は
な
く
、
柏
崎
刈

総
務
ん
祭
器
明
炉
開
附
始
与
れ
て
、
中
市
災
め
で
決
議
零
れ
る
市
I
M
同

郷
小
心
申
~
出
間
交
グ
ル

i
γ

必
刊
紙
子
治
史
的
殺
さ
ん
的
併
発
な

利

根

ぺ
茎
エ
ペ
今の

小

ぷ
え

品
引

い
折
、
品
同工糊大

総
城
山
慨
研
究
、
砂
市
民
的
M
W
山
院
か
“
も
め
で
す
り

に
京
糊
刊
し
、
し
か
も
季
、
内
部
門
川
謀
総
削
機
的
に
ご
参
加

く

だ

惑

い

4 

-
ぃ
ケ
旬
、
術
的
、
J

く
り
告
す
す
め
よ
う
と

い
う
と
ニ
ろ
に
あ
り
ま
す

Q

今
仰
の
公
開
際
史
議
機
も
、
滅
的
内
総
燃
を
ぬ
岬
鳴
し
ま
す
約

数
校
際
か
ら
北
川
怖
の
地
方
史
に
つ
い
て
以
く
だ
語
い
a

的
議
絡
を
長
け
、
こ
れ
ま

r的
J
巾
日
円
。
受
講
嬢
舟
。

の
脳
脇
市
民
学
作
的
成
制
前
向
上
に
立
っ
て
町

V
蜘
糊
剛
附
ト
均
一
…
ト
一
お
か
ら
L
b
一

地
域
的
機
史
同
情
解
を
一
階
ふ
か
め
な
が
九
州
ロ
ま
で
町
議
潟
水
銭
円
幻

り
-
A
r
後
円
市
史
ヴ
く
り
の
析
し
い
刊
m

v
時
濁
午
後
六
時
か
り
九
時
ま
寸

の
ひ
と
つ
と
し
て
と
り
く
も
う
と
す
る

V
場
所
市
民
会
対
問
中
九
会
議
案

V
定
員
一

C
C名
(
ル
充
義
淡
い

V
串
L
込
み
方
法
ハ
カ
キ
ド
い
役
一
昨
今

氏
名
'
年
齢
・
職
業
・
定
議
尋
常
叫
す
を
明

記
し
、
我
孫
子
市
我
孫
子
一
六
八
感

我
孫
子
市
教
脊
委
員
会
烹
交
問
閉
ざ
ん
山
王

寺
小
て

V
受
講
料
ず
十
七
百
丘
十
m
n
で
八
日
間
分
一

v
m同
い
合
せ
市
山
足
掛
さ
ん
主

宮
ぺ
五

i
一
一
約
八
一

制
マ
業
岬
権
門
札
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大
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我
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さ
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の
お
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を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
、
よ
り
よ
い

史
詩
文
学
澄
歩
一
唱
に
し
た
い
と
思
い
ま

昨
日
出
灼
と
し
て
は
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よ
災
申
臨
時
叫
総
跡
地
、
開
削
す

a

川
的
水
向
を
吹
き
ぬ
け
、

L
i
s
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出
れ
れ
総
総
務
総
、
ま
た
、
出
嘉
門
突
然
ご
連
絡
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わ
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か
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飢
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手
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と
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し

と

記

念

物

に
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て
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る
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室

滋
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委

員

会

へ

市
川
町
的
叫
円
さ
ん
は
、
殺
M

拍
子
の
軌
を
ど
宇
治
「
艇
の
本
L

な
ど
が
為
げ
ら
れ
て
ハ
が
々
で
ご
遠
山
村
く
だ
さ
い
陪
そ
の

う
お
漁
J
し
で

ν
ょ
う
か

L

い
ま
す
b

r

ド
表
地
下
一
時
)
録
、
物
持
名
、
ど
所
有
地
町
時
開
刊
を
お
昌

三

¥

州
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教

だ

袋

一

史

学

付
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松

近

く

の
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時

鰐

を
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く

だ

さ

い
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山
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め
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殺
L
閉

め

い

よ

け

刈

取
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緩
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て

く

だ

さ

い

V
霊
ん
孜
何
時
子
ト
義
孫
子
一
八
五
五

点
て
は
お
伐
の
品
開
さ
ん
め
州
問
孜
孫
子
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
訳
文

ニ
の
け
訂
離
を
u
さ
ら
に
光
ゆ
常
化
係

市
が
弔

今
年
も
《
山
内
ル
叫
が
令
議
ぬ
が
十
月
一
日

か
り
十
一
一
時
的
長
求
叫
仰
い
門
灯
台
い
ま
で
か
V

す
の
戸
山
判
い
い
山
約
九
k
i
伴
、
町
内

田
…
山
町
に
行
わ
れ
ま
す
む
二
約
一
地
動
は
、
会
長
、
以
一
日
斜
め
行
た
お
が
告
さ
ん
の
お

お
白
い
の
助
け
合
い
時
間
神
寸
、
む
ま
れ
之
を
訪
問
問
し
、
ご
協
力
を
お
則
前
い
す
る

な
い
人
た
ち
の
生
活
ヤ
何
?
?
な
ど
泌
桜
前
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

r

成
人
移
全
は

動
に
必
要
な
資
金
を
集
め
る
も
の
で
す

η

抽出ぱしの
M

民
生
妥
一
片
的
↑
々
が
お
刊
い
に
お
っ

シ
ン
ボ
ル
の
が
い
蕊
綬
は
、

m
出
ヮ
た
と
か
が
い
ま
ず
ら

き
は
お
互
い
に
助
け
A
U
い
な
が
ら
住
み
昨
年
は
、
か
い
羽
ぼ
募
金
七
行
七

1

よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
づ
と
い
づ
ボ
二
万
一
守
子
山

E
K十
円
、
で
一
月
内
氏

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
表
わ
し
て
い
ま
す
巧
末
助
け
合
い
募
金
七
百
十
万
ヒ
千
九
行

ト
日
リ
一
円
討
に
は
、
品
科
婦

T
続

、

天

王

五
m
門
の
虫
へ
誌
を
お
さ
め
ま
し
た
皆
き

古
mm、
湖
北
釈
、
郵
注
釈
で
同
氏
側
州
市
内
長
ん
の
善
意
で
大
き
な
成
田
市
が
得
ら
れ
る

む
の
ト
々
と
布
陣
刊
行
用
が
、
絞
さ
ん
約
二
銭
よ
づ
、
ニ
協
力
を
お
報
い
し
支
L
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議'-fI議
麻
疹
〈
は
し
か
〉
一
線
穴
か
月
間
ル

予

防

接

種

健

康

診

棄

幼
児
内
科
暗
中

h

は
し
か
)
の
予
時
間
接
続
制
時
的
地
械
ノ
八
な
乳
幼
児
期
に
は
、

同
慨
を
次
的
附
脱
線
路
泌
を
偶
別
に
行
い
ま
れ
ま
叫
に
も
乳
え
や
三
牛
成
田
L

鰻
療
拾
が
が

す
。
仏
政
応
対
殺
は
、
出
国
串
常
時
間
関
に
申
し
込
滋
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
一
級
六
か
月

み
殺
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
臨
機
児
総
機
訟
聾
は
、
心
身
帥
陣
後
約
発
糸
品
問

中

t
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
機
械
止
、
早
期
発
見
、
問
干
制
刷
機
管
し
と
い
う
必

や
」
受
け
る
場
合
は
司
印
鐙
と
鈴
子
線
機
か
ら
見
て
三
歳
に
な
っ
て
か
ら
然
ブ
い

子
核
を
持
参
し
て
〈
幻
事
い
。
た
の
で
は
避
す
手
る
と
い
う
w
w
と
か
匂

V
接
当
者
一
級
品
川
か
純
河
川
見
か
ら
…
一
一
謙
一
汀
ヲ
も
の
守
す
る

の
部
時
金
円
ロ
ま
で
の
幼
児
1

抽
出
向
人
は
協

V
悼
持
参
す
る
も
的
母
子
健
康
子
践
と

窓
外
と
し
て
お
料
に
な
り
ま
す
。
開
問
診
然
〈
知
加
入
も
れ
め
な
い
よ
う
)

唾
一
麻
疹
〈
持
砧

ιか
)
予
妨
接
種
箆
療
機
剛
桝

ラ幡、明びあ

れ
U
y

ruq 

期
尚
料
町
時
一
久
さ
ん
は
八

l
+
歳
ぉ
同
市
や

掛
町
議
の
お
ば
や
し
の
表
問
機
筋
肉
紘

一
入
者
で
あ
る
e

浅
野
さ
ん
の
お
は
や

し
は
、
東
京
抑
制
約
紘
一
約
交
化
財
い

YJ指

定
さ
れ
て
い
る
ぷ
制
緩
ば
や
し
」
伶
後

継
者
が
世
な
い
ニ
と
か
ら
あ
ち
こ
ん
め

い
併
に
よ
ば
れ
、
絞
め
多
い
七

h

月
・
九
湾

内
土
・
日
は
は
y

ん
ど
家
に
い
な
い
ロ

「
は
じ
め
た
の
は
十
八
ぐ
ら
い
か
ら
、

近
く
に
先
伎
一
か
い
て
ね
ぬ
ふ
八
軌
W
お
そ
わ

つ
た
け
y
乱
…
人
ぬ
け
、
一
一
人
ぬ
け
、
わ

し
一
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
と
に

「こんな?いいって
ことなないJ
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機
筋
臨
時
ヱ
余
録

wv袖付品
V
Pる
も
の
母
子
紬
開
策
予
綴
と

級
一
山
山
田
市
民
は
毎
詔
一
持
参
。
こ
の
ほ
か
八

日
は
パ
ス
タ
オ
ル
…
校
、
二
十
九
m
u
は

さ
ら

L
布
百
冊
ト
で
げ
く
ら
い
、
。
端
、

は
り
、
は
き
み
、
ま
ち
叫
剤

費

見

教

室

室
内
マ
い
滋
持
委
士
に
よ
り
、
育

児
に
つ
い
て
の
抑
制
銭
舎
一
行
い
ま
す
。

世
v
鋳
付
時
隠
務
当
者
(
縁
結
五
十
六

年
れ
月
十
五
日
か
ら
六
月
一
点
十
呂
母
哀

れ
〉
は
恥
前
九
時
か
ら
九
時
十
五
分

(
み
ら
ゃ
ん
体
操
を
行
い
ま
す
ν

〉

吋間当
H

汁
内
方
は
午
前
九
時
江
十
分
か
ら

十
一
時
ま
で

3恥

V
持
参
す
る
も
的
機
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一
線
綾
子
綴

母

続

級

主

義

言

、

学

童
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綴

器

綬
漆
綴
体
後
お
よ
び
妓
娠
中
内
栄
養
、
の
無
料
券
会
一
6553
六
か
R

月
間
問
、
え
も

39

十

が
め
ち
ゃ
ん
的
発
議
、
そ
の
飽
ロ
M
常
生
活
…
か
内
閣
〉
を
判
的
問
し
‘
保
障
療
機
間
関
で

的
民
体
的
な
州
開
設
を
一
偲
抽
出
同
師
、
必
将
棋
削
受
け
ま
し
ょ
、
も
ま
た
、
母
子
幾
康
手

ゑ
や
み
に
よ
り
行
い
ま
す
c

開
械
に
は
、
発
育
状
況
を
よ
く
鋭
察
し
て

*
十
月
八
日
(
木
)
お
康
的
絞
殺
e

知
山
人
す
る
主
ワ
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

民

間

総

体

操

唾

拘

阿

国

地

教

室

a程

本
今
日
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十
五
日
一
本
)
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中
約
機
ふ
{
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…
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m
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…
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時
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径温竪霊盆湿盟盤雲盗塁遜溢墜芸事
1>8害事 101'ヨ午露1)9善寺去を

得票喜怒、 9絡30至宝E主主主総長き

傷者量丹時 喜重要容w小長善意書

惨事重El本寄託けチ…ムヰ人〉

マ復4議、ダブルス畿

砂参浴室電 !jJj(本最え守チ…イぼ号、

ダブらス車l500F号

1>申し込み J¥7:Jキで主主主晶子71自

宅E窪礼子苦で官82-5官邸

惨事事め切り 10勾103C土)，;)¥重量

豊富諸事鹿島言語組重量沼1，'J}j溢磁極阻害

食糧誉理法の規定により本市!証

人口堰l:1J等旭主主として長誌の指定そ

受けていますガ、新主主に米諸I，J¥売

販売笑蓄としてZ耳石E立す象E主主主で醤

業しようとする人のg請を受付け

ること仁芯りぎしだ。

b対象区績とD_湖北台1J白から

10JBぎで2;;5錆 ③‘新木、有

生の1部 (605き野団地 1;;5舗

③ ⑦②および郡部、中時、

戸、巳秀、中室、中望新国を徐〈

市全i或3古語

砂申請 期間叩月 1日(不〉から20

日(火〉まで

砂申請用紙の主主付 受付け主主らび

|己問い合せ市民課

砂申請Cついての説明会 10月7

8(水〕午後1碍3C分刀ら水選管4

[吉中会議室で行います。

醐国向圃略語圏諸説iI:I醤堅戸園田

i岱 85一号 313

マ，除

、-・
畿通費過密読書陰絡事議浅謹言説尋謡番

ñSPヨ1こ住むお年寄り ~65主主以上〉

のゐ主主主主ん!こ翁務長吾合主密告では

臼漢のご重量壌を怒認し、被誌の君主

筋を主主皇軍〕て寿誌を録制サ ピス

させていをださます。演芸を楽し

おなぴらご重雪蕊<tささい。

砂窃事事 刊Eヨ23BC議〉守語，ij'10時30

分主主ら

診器語新老人福?i.'.iフジヲーつつじ

まま

1>立す象 市内在住の65歳以上の人

20Jお訟で、詩人クラブは1クラ

ブ7;言語十420一角6'('

1>主催 f日韓請翁組合加盟包

験串しi且み先 尚?止諌苦言人倫1止1弔

〈問自ら 1111内線310)

1>申し込み締め切り 10月怜と明J

いと殺しおな携えてくれ設すo

1>8符今日除 80(大〉

ぬ分からい!涛30分君

験詩昔話時 間以会長官事務2-雲母3会議
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